
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩谷南那須 

教育事務所 

ふれあい学習課 

 令和５年３月３日 

向春号 

二
月
三
日
（
金
）、
さ
く
ら
市
氏
家

公
民
館
で
「
塩
谷
南
那
須
地
区
ふ
れ

あ
い
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

前
半
は
、「
身
体
活
動
を
通
し
た
ふ

れ
あ
い
学
習
の
推
進
～
心
地
よ
い
人

間
関
係
づ
く
り
～
」
と
の
演
題
で
、
宇

都
宮
共
和
大
学
子
ど
も
生
活
学
部
学

部
長
・
教
授
の
河
田
隆
先
生
に
よ
る

御
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力

や
体
力
に
つ
い
て
、
幼
児
期
か
ら
遊

び
を
通
し
て
身
に
付
け
る
こ
と
が
大

切
で
、
家
庭
で
の
取
組
も
重
要
で
あ

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

遊
び
や
運
動
に
親
し
む
た
め
に
は

楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
捉
え

る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

ｓ 

 
令和４年度塩谷南那須地区ふれあい学習ネットワーク兼 

「地域コーディネーター養成事業」地域実践交流会を開催！ 

テーマ：「遊びやスポーツを通したふれあい学習の推進」 

宇
都
宮
共
和
大
学
子
ど
も
生
活
学
部 

河
田
先
生
に
よ
る
基
調
講
演 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
（
感
想
） 

〇
現
在
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
が
、
幼
児
教
育
に
も
か
か
わ
る
内

容
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

〇
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
」

は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

言
語
、
非
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
大
切
さ
、
人
と

人
と
の
相
互
関
係
の
支
援
方
法
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
河

田
先
生
の
ス
キ
ル
は
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
早
速
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
（
感
想
） 

○
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
面
を
知

り
、
部
活
動
が
中
学
生
の
心
身
の
成

長
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
だ
け

に
、
よ
り
良
い
形
を
模
索
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
塩
谷
町
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
「
歩

く
」
こ
と
の
心
地
よ
さ
、
体
に
与
え

る
効
果
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
参
加
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
十

分
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。 

○
各
市
町
や
団
体
で
、
健
康
づ
く
り
や

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
で
き
そ
う
な
活
動
に
参
加
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

指
導
者
は
一
人
一
人
へ
の
目
配
り
を

し
っ
か
り
と
し
、
良
い
行
動
を
具
体

的
に
褒
め
、
集
団
へ
そ
の
効
果
を
波

及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
心
地
よ
い
人
間
関
係
づ

く
り
に
大
切
な
こ
と
を
楽
し
く
、
体

験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
委
員
に
よ
る 

地
域
実
践
交
流
会 

後
半
は
、
管
内
市
町
で
の
取
組
に
つ

い
て
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
度
実
施
し
た
「
出
前
講
座
」
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
中
学
一
年
生
の
保
護
者
同
士
の
つ
な

が
り
作
り
を
目
的
と
し
た
思
春
期
版

家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

・
小
・
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の
教

職
員
を
対
象
と
し
た
参
加
体
験
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
子
ど
も
の
権
利

や
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
等
） 

・
公
民
館
講
座
で
の
人
権
教
育
研
修
や

家
庭
教
育
支
援
講
座
（
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
） 

・
学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
学
校
協
働

本
部
に
お
い
て
熟
議
と
な
る
よ
う
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

校
内
（
園
内
）
研
修
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の

研
修
、
学
校
運
営
協
議
会
で
の
熟
議
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
気
軽
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

塩谷南那須教育事務所ふれあい学習課 TEL：0287(43)0176 FAX：0287(43)0535 

 

本年度も御理解と御協力をいただきありがとうございました。 

 

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
や
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
、
令
和
２
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
本

事
業
も
今
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。 

 

学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
学
校
協
働
本
部

の
設
置
や
、
熟
議
を
通
し
て
学
校
と
地
域
が

あ 頑
張
る
学
校
・
地
域
！
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「
学
校
と
地
域
の
連
携
推
進
モ
デ
ル
事
業
」 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

考
え
て
み
る 

 

社
会
教
育
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

 

櫻
井 

惠
子 

氏
（
那
須
烏
山
市
） 

秋
の
褒
章
受
章 

緑
綬
褒
状 

お
は
な
し
ポ
ッ
ト
の
会
（
矢
板
市
） 

「
ふ
れ
あ
い
学
習
出
前
講
座
」 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
関
す
る 

表
彰
者
紹
介 

塩谷南那須地区 頑張る学校・地域！応援プロジェクトモデル校 

年度 学校名 主な取組 

Ｒ2 塩谷町立船生小学校 塩谷町地域学校協働活動推進本部協議会の設置  

那須烏山市立烏山中学校区 学校運営協議会・地域学校協働本部の設置  

Ｒ3 さくら市立熟田小学校 星空映画会など地域主催行事の充実 

那珂川町立馬頭東小学校 学校運営協議会・地域学校協働本部の設置  

Ｒ４ 矢板市立矢板小学校 図書ボランティアによる読書活動の充実 

高根沢町立東小学校 学校農園活動など学習支援ボランティアの充実  

 

一
緒
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

地
域
の
た
め
に
、
活
動
で
き
た
こ
と
が
成

果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

こ
れ
を
機
会
に
学
校
と
地
域
の
連
携
・

協
働
が
更
に
進
み
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
と
い
っ
た
良
質
な
環
境

が
整
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

 

 

 

県内の「頑張る学校・地域！応援プロジェクト」モデル校の取組についても事例として掲載してある
「学校と地域の連携・協働推進ハンドブック」がまもなく発行されます。コミュニティ・スクールや地
域学校協働本部を導入したり、整備したりする際のガイドブックとして御活用ください。 

どの学校にも「子どもたちのために」という想いを持たれている心強
い学校の応援団が大勢いらっしゃいました。また教職員にはない専門性
や豊富な経験をお持ちの方も大勢いらっしゃるので、学校と地域が連
携・協働することで、教育の質の更なる向上が図れると実感しました。 
することで 


